第１５回　　HTML言語

ウェブページの例として，本校（千葉県医療技術大学校）のホームページを説明します。みなさんはたぶんここへ訪れたことがあると思います。毎日通学しているというわけではなりませんが。

ＨＴＭＬのソースファイルは，フロッピーで配布します。そこで使われているHTML言語の説明です。

<HTML> このプログラムがweb page であることを示す最初のおまじない！　ＨＴＭＬ文書であることの証です。

<HEAD> メニューバーに表示される部分などを記述する文書のヘッダー。

<TITLE> 文章のタイトルを記述します。

<BODY>　本文のはじまり。

<CENTER>中央に配置。<LEFT>　左に寄せる。<RIGHT>右に寄せる。

<TABLE>　多くの場合，テーブル（表の形）で表すと見やすくなるので使います。そのとき，表の始まりを表します。<TBODY>がブロック（かたまり）を意味するものです。<TD>とはテーブルのセル（枠，項目）を区切るためにセルデータを区切ります。<TR>はテーブルの中での改行をします。

<UL>　番号なしのリスト。<LI> リストの項目。

<IMG src=“千葉県医療技術大学校.files/botanb.gif”>

       千葉県医療技術大学校.files というディレクトリーのファイル botanb.gif 　を読み込みます。これは項目の前にあるボタンの飾りです。　つまり文章の中に画像を張り付けています。

<A href =http://www.pref.chiba.jp/>千葉県</A> 千葉県へのハイパーリンクを行います。マウスをここでクリックすると千葉県のホームページに移動。

<FONT> フォントの種類を指定します。明朝，ゴシックとかがあります。いろいろと文字に変化をもたせて，大きさや色の指定もできます。<I>  イタリック体　<B>　ボールド体　＜STRONG>　強調 

＜Ｐ＞　パラグラフ（段落）を意味します。<BR>　改行で，ここのあとでは次の行になります。

以上でホームページで使われている言語のキーワードが意味するものですが，メモ帳で編集して，いろいろと加工をしてみてください。
